
Title 交戦国貨幣低落と其防策（三、完）
Sub Title
Author 三宅, 嘉十郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1916

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.10, No.10 (1916. 10) ,p.1448(116)- 1466(134) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19161001-

0116

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


J6

、
：

_

辩

十
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四
四
八)

雜

錄

交
戦
阑
赏
幣
低
落
と
其
防
锻

.

權
を
保
留
せ
り
。
土
人
使
用
を
除
き
捕
猻
を
全
部
禁
止 

の
場
合
は
合
衆
國
漱
府
は
ニ
國
政
府
に
對
し
厳
禁
の
年
. 

內
に
限
り

I

年
十
莴
弗
を
交
附
す
。
露
國
は
コ
ン
マ
ン 

ド
；：；

ス

キ

ー

岛

又

.
は

其

の

他

の

露

管

轄

內

に

於

け

る

捕
 

獲

各一

割
五
■
分
を
W

本
及
び
加
奈
太
政
府
に
交
附
し
必
一 

.要
と
認
む
る
場
合
は
五
ケ
年
間
中
止
の
權
を
保
留
す
。

• 

但
し
露
國
は
十
年
間
侮
年
.露
國
管
轄
內
に
於
：て
北
太
平 

洋
に
於
け
る
捕
猫
數
の
五
分
以
上
を
捕
獲
す
' べ
き
も
の

\ 

ビ
宠
む
。
但
し
補
獲
•數

j

蔣
八
千
頭
に
下
る
場
合
に
は 

H

加
兩
政
府
に
交
附
す
べ
き
獸
皮
は
之
を
保
留
す
る
も 

差
支
へ
な
し
。H

I

本
政
府
は
P

1

ビ
ン
岛
及
び
其
の
他 

の
管
糊
區
域
內
に
於
て
得
た
る
總
數
の
各T

削
を
米
加 

露
政
府
に
交
»
す
る
を
約
し
尙
ほ
捕
猫
交
附
を
平
止
す 

る
の
權
を
保
贺
せ
り
。
英
國
政
府
も
亦
其
の
管
轄
龆
域
一 

內
に
於
て
#
た
る
總
數
の
一
割
を

M

米
露
に
交
附
す

る
 

を
約
す
。
此
の
協
約
は
一
九 

一j

年
士
一
月
十
五
！

H

よ 

り
實
施
せ
ら
れ
十
五
ケ
年
問
の
有
效
期
限
を
^

す
。

.
笵
十
璐
一

一

六

交

戰

國

貴

帶

低

落

と

其

防

策

H

i

三

^

嘉

+

郞

M

次 

第
一
.

戦
亂
と
交
戦M

爲
替
相
場
の
變
調 

第
二
，
英
貨
の
低
游
と
其
防
止
策 

.

1

戦
齓
と
英
貨
相
#
の
低
雒

ニ
英
米
爲
罾
砠
揚
の
低
落
と
邡
防
业
策
■

婼
三
怫
蘭
西
及
露
國
貨
幣
低
落
と
典
防
止
锻 

1

佛
湖
西 

!
1

露
國

■
第

四
|
|

及̂
_

^
國
货
辦
低
落
と
其
胁
止
策
ハ
双
下
來
號) 

第
五
戦
時
爲
替
調
節
策
.
‘

第
四
獨
逸
及
填
匈
國
貨
幣
相
場
低
落

と

其

防

：
止

策
.

獨
逸
は
近
年
銳
意
海
陸
の
«

«
を
整
ふ
る
^
典
に
往 

年
モ
ロ
ッ
.ロ
問
®

に
.關
聯
し
て
.金
融
上
の
事
由
ょ
り 

國 

怫
腹
西
に
惜
伏
せ
ざ
る
'ベ
か
ら
ざ
る
胡
0

に
陷
b
し
以 

M

來
、
深
く
自
國
金
融
組
織
に
缺
陷
の
存
す
る
.を
感
得
し 

爾
來
孜
々
ど
し
て
#

融
上
0

對
戰
準
備
に
努
め
つ
、
ぁ 

り
。
就
小
一
國
信
用
の
.基
礎
は
中
央
銀
行
の
金
準
備
に 

‘
花
り
、

y
j

な
し
、
之
が
充
實
に
專
ら
窓
を
用
ゐ
小
额
而
紙 

幣
の
發
行
、
.
政
府
紙
幣
發
行
高
の
引
上
げ
、

ス
パ
ン
、ダ 

，ソ
塔
下
戰
時
基
汆
の
堦
額
、
帝
國
鈒
行
紙
幣
に
法
貨
の 

.資
格
を
刚
與
す
る
等
萵
般
の
施
設
す
ベ
て
ホ
央
銀
行
の 

命
準
備
增
加
を
關
る
を
中
心
ど
し
て
行
は
れ
た
る
を
見 

る
。
加
之
帝
國
鈒
行
亦
穑
極
的
に
種
々
の
手
段
を
講
じ 

て

"

國

の

內

外

ょ

り

金

吸

收

を

II

り
た
る
は
一
般
周
知 

の
事
實
た
b

o

さ
れ
ば
一
昨
年
大
亂
勃
發
し
て
帝
國
銀 

行
兌
扳
を
停
止
し
、
其
他
金
融
上
の
.動
員
全
く
成
り
し 

際
に
於
け
る
帝
國
銀
行
の
正
貨
準
備
は
、
常
時
ニ
億
五 

W

离
埸
克
に
達
せ
し
職
時
基
金
を
も
加
へ
て
十
四
億
七 

千
七
西
踮
坭
克
に
上
り
、
紙
幣
發
行
高
は
1

擧

1

―̂
'
十

億
 

を
®

加
し
てI

一

一
十
九
億
^

克
を
算
し
た
る
も
®

ほ
樵
1
 

率
四
削

I

分
を
保
ち
得
れ
り
。
加
之
其
他
諸
般
の
準
備 

何
れ
も
迅
速
に
行
は
れ
て
倩
用
11

織
の
完
備
を
示
せ
b

第
十
卷

且1

九

〗

四
年
の
初
以
來
.
»逸
は
外
國
證
#

を
»
宵
市 

拔
に
复
放
ち
つ
、
ぁ
り
て
、
開
戰
當
時
(I

於
て
もj

七
^
 

資
金
豐
富
な
る
に
ヽ
is

に
和
蘭
、

ス
ヵ
ン
チ
ナ
グ
4

ァ
 

諸
國
等
に
對
し
て
は
金
の
現
送
を
怠
ら
ざ
り
し
か
ば
、 

當
初
獅
貨
相
場
は
比
較
的
高
位
を
保
ち
、
米
獅
爲
#

の 

勿
き
平
俱
四
媽
克
に
'#

九
五
® 
ニ
八
仙
な
•る
も
の
一
乍 

年
八
月
末
に
は
九
六
ズ
仙
に
騰
貴
し
.
九
月
末
稍
低
落 

せ
し
も
猶
ほ
九
四
%

仙
を
承
し
平
®

に
近
か
り
.き
。

然
る
に
十

j

月
に
入
り
て
以
來
急
激
に
低
落
し
、
十 

1
J

月
初
句

I

時
囘
復
し
て
米
顧
相
場
九
一一

ズ
仙
を
唱
へ 

た
り
し
も
這
は
眞
.に
1

峙
の
現
象
れ
る
に
止
ま
り
、
‘大 

勢
は
益
々
低
落
步
調
を
速
め
同
年
十
二
月
末
に
は
八
^
 

X

仙
を
示
し
即
ち
t
七
分
五
厘
の
低
落
な
り
。
某
後
昨
年 

一
月
中
は
僅
に
八
七
仙
臺
を
保
ち
た
り
し
が
、
二
月
に 

入
&

て
は
觅
に
暴
落
を
演
じ
遂
に
八
ニ
ズ
仙
ど
い
ふ
一 

割
一
ニ
分
餘
の
.割
引
相
場
を
示
し
た
6

。
和
蘭
瑞
西
等
に 

對
す
る
相
場
も
同
欉
漸
次
低
落
し
て
昨
年
二
月
末
に
は

今
昨
年i 

I

何
れ
も

1

割
二
三
分
の
割
引
に
在
b

た
り
o 

(
一

四
九)

0

錄
交
戦
國
貨
僻
低
落
と
其
防
策 

‘

第
卜
^

ニ 
b

、



f_、 r*1

- 

T
 
.

1

第

十

卷
(

1
_四
芄
〇)

雜

..錄

.交

戦

國

货

幣

低

落

.と
北
防
館

第
十
號

X

.乃
末
H

紐
育
、
ァ
ム
ス
タ
ル

ダ

ム
及
び
ゼ
ネ
バ
三
市
場 

に
於
け
る
對
獨
和
場
を
擧
げ
其
佌
落
の
割
合
を
示
さ
ん

平

愤

紐 

W

四
馬
免
に
付
九
五
。
二
八
-f
i
l
l

 

ア

ムステタグム

 

两
馬
克
に
付
?1
.
九
0
ニ
六「

フ
m

ゾ」 

せ

ネ

-
パ 

诃
馬
兒
|:

付
一
ニ
三
。
四
玉
法

試
に
■
育
市
場
に
就
て
獨
貨
低
落
の
割
合
を
英
貨
及
び 

柳
货
の
栩
場
ど
對
比
す
れ
ば
次
の
如
く
な
り
、

阼
年
ニ
刀
二
十
六
n
の
相
锻 

览

货

•

PM
卯
八
〇
。％
汕 

佛

货

3£
法

ニ

六

*
%

仙

 

.

7五
八 

獨

货 

八
ー
マ
^
仙

 

一
三
。
六
〇

即
ち
常
時
英
貨
及
び
佛
貨
は
僅
に】

■
%
餘
の
割
引
に 

在
り
し
の
み
な
る
に
、

單

り
觸
貨
は
一
割
三
分
餘
の
低 

落
を
示
し
*
懸
If
f

餘
り
に
甚
し
く
、
獨
逸u

u

ら
を
し
て 

: H
:

;
M

S

奈
邊
に
稆
す
る
や
を
a

は
し
め
た
り
o

其

後
も 

時

に

1

高
一
低
6

b

し
と
*
も
大
勢
は
漸
次
に
低
落
の 

方
向
に
在
b

し
が
へ
.
昨
年
末
に
及
び
て
E

V:

第
二
の
急 

落

を

演

じ

對

米

相

場

八

〇

仙

®

を
削
り
て
遂
に
十
一
一
月

低
裕
の
割
合

%
T

ニ
四

に

左
の
如
し

昨
年
二
月
末

R
相
揚
：

八
ニ
会
仙

.五
：
 

一*

五
九
.
フs

 

U
ンJ

ニ O
1

五
法

低
落
の
割
合

%

1

三
。
六0

 

一
ニ
。九
五 

一
o

〇
〇

三
十 

一
n
七
六
%
仙
を
唱
へ
低
落
の
度
ニ
割
餘
に
上
れ 

b
。
和
蘭
"
端
西
諸
國
に
對
し
て
^
同
機
一
齊
に
低
落 

し
て
何
れ
も
ニ
割
乃
至
三
觀
八
分
の
割
引
に
花
り
。
今 

之
を
昨
年
一j

月
末
：：

n

と
對
此
す
る

に
次
の
免
し
。

一
九
ー
五
年

一-—
*
月
末
H

同
年
七
刀 
一M

同
年
十
二
刀
求
日
'

紐 

育

一

三

^
〇

一丑。〇

〇

1
5
。四ニ
 

アムスデ

)1
/
ダム
 

一一

7
九

丑

一

四？パ
〇
ニ
八

"七〇

.

ぜ

ネ

パ

5

6

01
1
。

三
七
ー
九

1
ー三

以
上
に
述
ベ
來
り
れ
る
如
く
開
戰
以
來
昨
年
末
に
^
 

る
間
に
於
て
、
h

獨
貨
の
相
場
は
昨
二
月
及
び
同
十
二
月 

の
一
一
期
を
境
ビ
し
て
格
段
の
低
落
を
演
せ
し
を
知
る
。 

.敗
最
初
の
低
落
以
來
其
の
：原
因
に
就
て
種
々
の
說
行
は

れ
た
る
が
如
、

' 

獅
逸
に
在
^S

て

は
-s
a

に
因
る
國
， 

^

ゼ
の
變
調
か
其
最
大
根
本
的
股
0

た
る
は
勿
論
な
る 

.

も
、
而
か
も
低
落
の
度
彼
が
如
ぐ
犬
な
る
所
以
の
も
の 

全
く
英
怫
侧
の
詭
策
に
因
り
、
又
中
立
國
金
融
業
者
が 

獨
逸
信
用
組
織
の
繁
固
な
る
を
知
ら
ざ
る
淺
1

に
出
づ 

ビ
な
す
0

又
中
立
國
及
び
英
佛
等
に
て
は
主
，ど
し
て
鄉
.
 

逸
財
力
の一、

般
.的
疲
弊
に
®
;
ぐ
ビ
な
せ
b

。

抑
々
獨
逸
は
英
佛
等
ど
同
じ
く
輸
入
超
過
國
に
し
て 

貿
爲
差
额
每
年
十
四
億
^
克
乃
至
ニ
十
億
^

^
に

.

達
し 

'n
f

&
sr
の

一

九
一
三
年
の
み
六
億
餘
に
11
:
ま
6

し
.の
み 

»

逸
は
此
の
多
额
の
贸
易
逆
差
R
對
し
て
戦
前 
一
|
15
|ー
 j 

十
四
億
^
克
に
達
せ
る
海
外
投
資
に
對
す
る
利
息
及
び 

船
舶
の
運
®

收
入(

1

九
二 

ニ
年
六
億
餘
馬
克
を
箅
す). 

其
他
海
外
ょ
6

の
送
金
、
保
險
料
、
手
數
料
等
の
收
.入

，
 

も
相
常
に
上
り
し
か
ば
、
是
等
の
對
外
债
權
を
以
て
決 

濟
を
全
く
し
倚
ほ
其
殘
餘
を
以
て
海
外
投
資
の
增
殖
を 

圖
り
つ
、
あ

6

て
、

|
,九
〇
〇
年
ょ
り」

.ニ
年
に
至
を 

十
三
年
間
に
於
て
百
二
十
七
億
七
千
萬
馬
克
の
海
外
投 

第
十
怨

資
を
な
‘じ

だ

り

。
-
然

る

に

開

戰

以

來

獨

逸

の

商

船

ば

殆 

.
ん

どr

行

中

止

の

狀

態

に

陷

り

、
■

今
.
P

に
.て

ル

小

立

剷 

諸

港

に

抑

留

せ

ら
.れ

又

は

自

國

港

內

に

封

賴

さ

れ

ぁ

'る 

も
の
四
百
十
八
萬
噸
即
ち
總
晴
數
の
八
M

'に
達
し
た
る 

程
に
て
從
つ
て
平
時
對
外
偾
權
の
重
耍
部
^

を
成
す
運 

ン

賃
收
入
は
戰
亂
と
典
に
皆
無
に
歸
し
た
る
有
«|

な
り
。 

加
之
中
立
國
港
內
に
抑
留
せ
ら
れ
ぁ
る
商
船
は
却
つ
て 

噸
税
又
は
船
員
の
费
消
等
の
爲
め
益
々
對
外
愤
務
を
重 

®
し
其
额
開
戰
以
來
の
十
八
馓
月
間
に
て
四
億
馬
克 

を
箅
す
る
R

至
り
しV」

い
ふ
。
女
海
外
投
資
に
就
て
も 

之
ょ
b

生
す
る
债
權
的
支
柳
解
V
,
或
は
敵
鲺
に
於
け
る 

»
逸
人
の
所
有
權
が
押
收
せ
ら
れ
た
る
に
因
り
、
乂
 ̂

中
立
國
の
支
拂
猶
豫
令
の
執
行
等
の
爲
め
中
11
:

^

ら
、

e
_

卖
收
入
の
大
部
分
を
失
ひ
.た
り
。
典
他
の
收
A

に
就
て 

も
同
椽
非
常
の
減
少
を
來
せ
し
は
言
を
俟
た
ず
。
即
ち 

獨
逸
も
從
來
質
易
上
の
逆
調
を
決
濟
し
來
り
し
所
謂
無 

形
の
輸
出
は
開
職
と
共
に
31

:
大
部
分
を
失
ひ
れ
る
な

h
y 
o 

,

(

一
四
5

 )

雜

錄

交

戰

間

I

低
落
と
I

纸 

第
卜
保 

一
一
V
U



第

十

猎
(

一.四
五
5

雑
錄
炎
戦
國
货
幣
低
落
と
其
防
策 

笫

ナ

號

ニ

ー

0 ;

'

娜
逸
の
貿
爲
額
に
就
て
は
開
戰
以
球
其
數
字
を
發
表
.| 

丁
抹
'

和
蘭
、
瑞
典
丨
諮
威
、

•!
[

班
牙
、
米
國
等
の
諸 

せ
ざ
る
を
以
て
、
淇
逆
爰
の
幾
何
额
を
算
す
べ
き
や
固
國
に
就
て

.|

九

〗

四

年

の

貿

易

表

に

：依
b

其
獨
逸
へ
の 

ょ
6

知
る
に
幽
な
ぎ
も
、
今
獨
逸
の
：主
要
取
引
國
た
る
.
ニ
輸
出
入
額
を
檢
す
る
に
次
の
如
き
も
0

ぁ
り
？

獨
逸
と
中
立
と
の
贸
易
額

2
.九
ー
四
年〕 

.

瑞 和 丁米 四

抹0典
、

威米國

(

備
考〕

班

獨
逸
i

リ
の
輸
入
額 

1
1

一

I

三
、
一
八
七
、六
ニ
，〇 

七
〇
0

、五
〇
〇
、〇
〇
〇 

一
五
三
、一

I

七
、〇
〇
〇 

八
1
,、七
-〇 

一
、s
s

.
 

四
ニ
、
一
六
八
.

.3

六
0
 

ニ
九
八
、七
七
八
、o
〇
〇

獨
逸
：へ.の
輸
出
額 

1

六
ニ
、七
六
八
、九
六
〇 

A

H
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇 

九
四
、■四
1
三
、六
〇
〇
' 

五
〇
1»
0

七
ニ
、0
四
〇 

1
六
、
吞
ニ
八
、七
三
〇

獨
逸
へ
の
輸
出
，超
過
額 

ニ
九
、
玉

/\
'
.

」

、
三
四
〇 

•

1

三
五
、
玉
〇
©
、〇
〇
〇 

(
一
)

五
八
、
七

0
三
、
四
0
〇 

2 

V三
一
、
六
ニ
九
、
四
ニ
〇 

(

一〕
1

—-
五
、
六
ニ
九
、
.六一
二
〇 

一
七
、
八

l〇
、
o
〇
〇

三
一
六
、五
八
八
、0
〇
〇
.
.

右
の
中
米
_
以
外
.の
_
は
輸
入
額
は
輪
人
港

1
!於
け
る
價
額
、
輸
出
額
は
輸
出
港

|-
於
け
る
债
額
か
揭
記
せ
る
か
以
て
、
之
を 

如
減
ず
る
時

|1
:
獨
逸
の
輸
入
超
過
額
は
胚

|:
ニ
三
割
の
增
加
を
來
す
は
免
れ
ず
0
,

右
表
に
依
づ
て
觀
れ
ば
是
等
諸
國
ど
の
關
係
に
於
て 

'引
禁
止
著
し
く
其
範
圍
を
擴
大
し
た
れ
ば
、
昨
年
度
に 

獨
逸
輸
入
超
過
額
は
傲
少
の
額
に
止
ま
る
が
如
し
。
固

|

於
て
も
•又
本
年
度
に
入
り
て
も
獨
逸
の
貿
易
は
輸
出
入

\

額
共
に
一
層
の
減
少
を
ま
；し
.れ
.る
べ

く

*

縦
^

丁
抹
、

|

和
蘭
"
瑞
西
ヽ
瑞
典
等
沂
隣
の
中
立
國
ょ
り
の
輸
入
增 

M

し
た
り
i

す
る
も
、：
之
を
英
佛
等
の
輸
入
超
過
额
の

ょ
-

右
は
單
R
 I

九

1

四

年一

年
の
數
字
に
し
て
V

戰 

.
乱

の

影

響

‘に

因

る

眞

の

數

額

と

-^
す

能

は

ざ

る

は

勿

論
 

な
る
も
、
其
後
英
11
'

.
の
海
上
封
鎖
益
：々

厳
，に
、
.
對
敵
取

尨
大
な
る
へ

に
比
す
れ
ば
.苯
だ
小
な
K
v VJ

謂
ふ
ベ
か
.ら
ん 

其
米
國
ビ
の
貿
易
關
係
の
如
き
昨
年
度
に
於
け
る

米
國 

の
輸
出
はI

千
百
七
十
九
捣
茆
な
る
に
、
輸
入
は
却
て 

四
千
四
西
九
十
五
萬
卵
の
多
额
を
示
せ
り
。
又
本
年
六 

月
迄
に
®

る
も
米
國
の
觸
逸
に
對
す
る
輸
出
額
は
三
十 

离
茆
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
が
如
し
。
之
を
以
て
直
に
獨
逸 

の
米
國
ょ
り
の
輸
入
額
僅
少
なb

v
j

即
斷
す
、ベ
か
ら
ざ 

る
は
勿
論
な
る
も
、
兎
に
灼
獨
逸
の
輸
入
超
過
额
が
左 

迄
大
な
ら
ざ
る
を
說
す
る
に
见
ら
ん
。
觸
逸
は
戰
乱
以 

來
巫
時
自
國
商
業
上
の

最
大
得
意
た
る

英
佛
露
伊
の

諸 

國
が
、根
率
ゐ
，で
敵
國
ど
な
り
た
る
ぐ
％

英
國
の
封
鑛
の 

嚴
な
る
ど
に
因
り
輸
出
賀
易
は
殆
ん
ど
大
部
分
を
減
少 

し
れ
る
に
、
輸
入
は
物
®
騰
貴
の
爲
め
著
し
く
膨
脹
し
. 

栩
俟
て
國
際
貸
借
の
逆
細
を
著
大
な
ら
し
め
れ
6

ビ
て 

之
を
以
て
獨
货
低
落
の
根
本
原
阁
ビ
な
せ
る
が
如
き 

も
' 

吞
人
は
叙
.上
の
V

情
ょ
り
推
し
て
«

あ
上
の
逆
_

 

を
以
て
今
H

の
«
貨
低
落
の
全
部
を
說
明
ず
る
能
.
は
す
：：
 

ビ
な
す
一
9
' 

.

. 

:

, 

: 

' 

.

惟
ふ
に
獨
逸
は
眾
に
：中
央
：銀
行
の
金
準
備
を
增
in

す 

る
を
以
て
.
、

I

國

信

用

：の
.
*.
礎

を

鞏

固

な

ら

し

め

其

國 

際
金
融
上
に
於
け
る
獨
貨
の
惯
値
を
維
持
し
得
べ
し
と 

な
せ
し
が
如
く
、
前
年
來
秫
々
の
施
設
が
之
を
巾
心
ビ 

し
て
行
は
れ
れ
るV

J

同
時
に
、
開
戰
來
有
ゆ
る
手
段
を 

■

し
て
金
蒐
收
を
企
て
當
初
七
箇
月
に
し
て
八
®
捣
克 

を
得
た
り
。
然
れ
ど
も
國
際
金
融
上
に
於
け
る
金
の
作 

用
は
、
寧
に
之
を
中
央
鈒
行
の
菔
中
に
菩
積
し
其
亙
额 

を
矜
る
の
み
に
て
は
朱
だ
達
せ
ら
れ
ず
"
之
を
實
際
に 

働
か
し
む
る「

VV
J
:

を
必
要
ビ
す
。
是
れ
英
蘭
銀
行
の
金 

準
備
比
較
的
少
く
し
て
.英
貨
の
.
信

用

大

な

る
(•
:

徵

す

る
 

も
明
か
な
る
所
な
り
。
獅
逸
は
.當
初
米
國
に
證
券
を
賣 

却
す
る
外
和
is

、

ス
力
ン
.チ
ナ
グ
ィ
ヤ
諸
國
に
對
し
て 

金
の
現
送
を
續
け
以
で
僅
に
獨
貨
の
低
落
を
紱
和
し
つ 

、
ぁ
b

し
も
*
戰
费
は
.

n

一
 

日
と
堪
溝
し
て
止
ま
中
第 

一：

一 .

囘
三
|«V

J,

公
偾
を
慕
集
す
る
に
從
ひ
、
其
都
度
贷
付 

金
庫
滞
券
及
び
淇
他
*

*

の
膨
脹
著
し
く
、
是
等
紙
幣 

全
部
の
唯
'
ブ
發
行
準
備
た
る
：帝
國
の：

金
準
備
に
對
す
る

笫

十

卷
2

.
四
5

0'
.

雜
錄
交
戦
阈
赏
馓
賤
落
と
邦
陇
策

贫
十
#
.



0

$
 

o
g
r
'i
t

s
 

0

錄

交

.戦
國
货
幣
低
落
と
其
防
策

第
十
號

—t

負
擔
愈
々
重
き
を
加
へ
來
0

し
上
.に
、
土
其
古
及
勃
牙
' 

羽
の
#

戰
は
獨
逸
を
し
.て
塽
^
國
以
外
興
に
财
政
的
拨 

助
を
興
ふ
る
責
任
を
大
な
ら
し
め
、
是
等
諸
秫
の
事
it 

ょ
6

し
て
獨
逸
の
命
準
備
蓄
積
の
必
®

益
々
大
ビ
な
り 

し
か
ば
"

觸
逸
は
亦
從
來
の
如
く
其
金
準
備
を
削
い
て 

中
立
®

に
現
送
す
る
の
遵
な
ぐ
，、
英
佛
諸
國
の
如
く
金 

を
沱
用
せ
し
む
る
こ
^

を
な
さ
い
り
き
。
さ
n

h

立 

M

市
場
に
於
て
は
一
般
に
獨
逸
戰
時
财
カ
の
粘
渴
せ
ん. 

こ
ど
を
疑
ふ
に
至
り
獨
货
の
信
用
忽
ち
地
に
®

ち
た
ぅ 

或
は
言
ふ
元
來
獨
逸
の
戰
時
財
政
計
劃
は
®
期
間
の
戰 

守
を
目

的

し
て
樹

て
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
^

0
 

の
長
リ
く
に
從
ひ
其
窮
狀
を
.暴
露
す
ベ
き
は
當
然
な
り 

ビ
。
獨
逸
の
財
力
に
對
す
る
信
用
の
反
映
た
る
貨
幣
相 

場
が
當
初
の
五
六
箇
月
問
に
於
て
槪
ね
高
S

を
呆
ち
、
 

at

後

一
擧
暴
落
を
演
せ
し
も
の
亦
此
言
の
强
ち
無
視
す 

ベ
か
ら
ざ
る
を
知
る
な
ぅ
。：

史
に
觸
貨
暴
落
の
第
二
期 

の
近
因
ビ
し
て
傅
へ
ら
る
V

も
の
三
あ
.
^
。{ 

j 

)

は
®

. 

逸
の
大
商
工
業
家
が
平
和
克
復
後
に
備
ふ
る
爲
め
1

牟

年
末
來
早
く
ょ
り
外
國
に
於
て
多
額
.の
原
料
品
を
寅
ん 

れ
保
存
•し
摄
か
ん
^j

す
る
^

生
じ
、
是
等
質
人
商
n
uf

に 

對
す
る
宠
拂
額
の
激
增
せ
し
こ
ど
に
し
て
、

(
j 

j
)

は
翅 

逸
人
中
外
國
市
場
に
於
け
る
坶
克
貨
の
偾
格
を
故
智
に 

低
落
せ
し
め
、
其
間
に
利
鞘
を
收
め
ん
ビ
圖
る
满
生
せ 

し
こ
ビ
及
び
.
：
.

(

三)

，
獨
逸
贸
易
商
が
戰
乱
中
外
國
宛
手 

形
買
入
の
甚
だ
困
雛
な
る
を
觀
て
"
其
僙
務
に
對
し
て 

外
國
手
形
^

成
る
可
く
多
く
せ
ん
ビ
す
る
の
結
艰
仅
引 

銀
行
に
對
し
或
は
實
需
要
額
ょ
り
以
上
の
^

込
を
な
し 

又
は1

H

時
に
數
銀
行
に
對
し
.て

は

^

、
込

を

な

す

ぎ

現

は
 

れ
、
徒
ら
に
外
國
手
形
の
®

要
を
大
な
&

し
た
る
こ
S
 

是
な
り
。
即
ち
何
れ
も
獨
逸
商
人
及
び
金
融
伸
立
人
等 

の
投
機
に
因
る
も
の
な
り
。

,

遮
莫
獨
逸
の
贸
為
が
輸
出
入
共
に
減
退
し
其
輸
入
超 

過
額
左
迄
大
な
ら
ざ
る
に
、
獨
貨
の
低
落
彼
が
如
く
著 

し
き
は
獨
ii

財
政
上
の
信
用
を
傷
く
る
こ
ど
大
に
是
れ 

固
ょ
6

獅
逸
の
»

へ
得
る
所
に
ぁ
ら
ず
。
對
外
爲
替
調 

節
亦
獨
逸
に
於
て
レ
大
間
題
ヒ
な
る
に
至
れ
り
。

r
を

L
豕

.

當

時c

一
 

九
一
五
年
十
一
ー
月
來

)

帝
國
«

れ
の
保
街
せ
. 

る
金
準
備
萵
はi

r

H

四
五
"

1

八
〇
、〇
o

〇
M4

克
に 

し
て
薇
準
備
コ
三
、
一' 
ニ
〇
〇
〇
〇
坶
克
を
加
ふ
る 

も
猶
ほ

1
1、

四
七
七
、
三
〇
〇
〇
〇
〇
馬
克
に
過
ぎ
ず 

し
て
ヽ
單
に
帝
國
龈
行
紙
幣
"

帝
國
紙
幣
及
び
貸
付
金 

炖
證
券
の
總
發
行
高
八
"

ニ
〇
觅
ヽ
七
八
〇
、〇
〇
〇
腸
. 

克
に
對
し
て
も
準
備
率
三
割
を
示
せ
る
際
な
れ
ば
、
英 

國
の
如
く
金
の
現
送
を
な
す
は
不
可
能
の
事
情
ぁ
b

。

又
海
外
投
資
額
は

ニ
百
三
十
四
億
馬
克
を
算
す
と
雖
も 

其
大
部
分
は
塊
、
伊
、
露
、
土
"
羅
等
の
諸
國
に
投
せ 

る
も
の
に
し
て
、
米
國
及
加
奈
太
並
南
米
諸
國
の
分
は 

六
十
四
億
坶
克
な
b

。
.
而

4

も
其
中
賣
却
綷
易
な
る
も 

の
に
就
て
は
旣
に
賣
盡
さ
れ
た
る
如
く
な
れ
ば
、
今
日 

之
に
依
つ
て
獨
貨
相
場
の
維
持
を
®]

&
ん
ビ
す
る
は
困 

_

な
h

i

.
謂
ふ
-ベ
く
、
遂
に
爲
替
國
有
て
ふ
人
爲
的
防 

止
策
を
講
中
る
の
己
む
な
き
に
至
6

た
り
。
.

註
戦
前
に
於
け
ス
.
獨
逸
1:
海
外
投
资
额
國
別
左
の
如
し

(
T
i
l
e

 

j
o
u
r
n
a
l

 

o
f

 

c
o
m
m
e
r
c
e
,
,
.

 N
e
w

 

Y
o
r
k
.

 

IVO
I
6 Ju

l
y

 27〕

塊
旬
,

：
五
、c
〇
〇 

伊
太
利
.

三
、四
o

〇 

露

國

ニ

、四
〇
〇

土
響 

八
〇
〇

羅

馬

尼

一

、〇
〇
〇

獨
逸
聯
邦
參
議
院
は1

九 • 其 雨 來 英  
一 計 • 火 國
丄 小及P 諸加

一 他 阅 太 國

ニ
、〇
〇
〇 

三
、〇
〇
o
 

三
、！
：〇
〇 

-
ニ
、四
〇
〇

ニ
！二
、
四
〇
〇

.n
i
一
十
H

の
命

令
を
以
て
、
以
後
對
外
爲
替
相
場
を
國
定
す
る
こV

J

及 

び
其
取
引
を

一
切
帝
國
龈
行
及
政
府
の
稭
定
せ
る
特
殊 

の
少
數
鈒
行
に
限
る
べ
き
旨
公
布
し
た
'り
。
即
ち
此
规 

定
に
依
れ
ば
獨
避
商
人
が
外
國
貨
®

、
外
國
小
切
手
、
 

S

期
手
.

i

の
賣
買
，
交
換
、
質
入
等
を
な
さ
ん
ど
す 

る
に
は
"

必
ず
帝
國
銀
：行
又
は
政
府
指
定
の
鈒
行
に
就 

て
求
め
ざ
.る
ベ
か
ら
ず
。
且
獨
逸
人
の
外
國
に
荷
す
る 

慎
權
を
處
分
せ
んV

J

ず
る
；に
於
て
も
、' 
同
樣
是
等
銀
行 

.を
介
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ず
、
例

へ
ば
典
外
國
に
有
す
る
資 

金
を
以
て
外

國
貨
幣
又
は
有
價
證
券
等
を
質
入
れ
ん
ビ 

す
る
場
合
是
な
り
。
而
し
.て
右
の
規
定
は」

般
商
人
は 

固
ょ
り
總
て
の
銀
行
及
.び
ニ
般
金
融
業
者
を
も
束
縛
す 

る
も
の
に
し
て
、
帝
國
龈
行
及
.び

政

府

'
指

定

の

龈

行

以

第
十
盤
.

(
一

四
五
.五)

.錄
交
戦
圃
货
幣
泜
落
と
其
防
策
.

"第
屮
號



.

m
十

怨

(

一
四
玉
六〉

-

雜

錄
.

交
戦
.國
黛
幣
低
落
と
#

防
策
h

外
の
*

は
何
人V

J

雖
も
外
國>

J

の
金
錢
の
受
授
、
外

國

ト 

手
形
の
^

^

取
⑴
を
な
す
こ
ビ
を
得
す
。
' 
菩
人
が
外
國 

游
替
業
の
|1
^

»

占
ビ
稱
す
る
所
以
な
り
。
ff
i

し
普
1
 

飯
行
に
對
し
て
は
楚
等
政
府
指
足
.
行
の
代
理
苕
ビ
し 

て
爲
替
業
務
に
從
掛
.
す
る
こV

J

を
許
さ
る
。
而
し
て
商
へ 

人
に
し
て
外
國
手
形
の
贤
入
を
請
求
せ
ん
と
す
る
に
はI 

必
需
品
以
外
の
物
の
輸
入
に
就
て
は
、

ー
々
典
輸
入
貨I 

物
の
品
ほ
、
數
*

、
價
额
等
を
詳
細
：に
明
記
し
た
る
書

I 

而
を
提
出
す
る
こV

J

を
要
し
、
銀
行
は
之
を
審
赍
し
て

|

不
形
の
资
渡
を
決
定
す
。
さ
れ
ば
事
實
或
種
商
品
に
對

\ 

す
る
^
入
手
形
の
取
組
を
禁
ず
る
こ
i
 
\

な
り
。
自
然
一 

輸
入
禁
止V」

同
一
の
結
艰
を
齋
ら
し
投
機
を
防
北
す
る 

こ
i

を
得
べ
し
。
從

つ
て
之
が
*
行
は
能
く
對
外
爲
#

の
！i

給
を
調
節
し
相
場
細
持
に
效
果
ぁ
る
は
言
'を

俟

、

た
t

 

.

郝
逸
か
右
の
^

你
を
公
布
し
た
る
は
本
年f

月
：一
—4̂

-

 

R
_
に
し
て
同
月
一
一
十
八
H

ょ
り
實
施
を
見
た
6

。
興
後 

燠
國
も
略
々
同
欉
の
竿
段
に
；鄭
へ
、
維
納
及
ブ
タ
ベ
ス
，

第
千
讎
：
 

一，ニ
四

ト

の
|

ー
中*
'

銀
行
の
辕
理
の
下
に
.、'_ま
な
る
鍊
行
を
し 

で
外
國
手
形
®

賣

貝

を

掌

ら

じ

む

る
' 
こ

ビ

、
し

以

て

澳

： 

貨
の
.

低
落
を
防
.

北
せ
ん
と
努
め
介
>

9

。
元
來
塽
甸
國
は
1 

開
戰
以
來
總
て
の
點
に
於
て
*

立
を
失
ひ
、
金
融
上
に 

於
て
も
全
く
獨
逸
金
融
界
の
配
下
に
歸
せ
し
か
ば
、
塊 

I

信
用
は
外
國
市
場
に
於
て
獨
立
な
る
能
は
中
常
に 

其
高
低
を
典
に
せ
b

o

 

•

，
右
の
防
止
手
段
は
露
國
に
於
て
も
採
り
た
る
所
に
し 

て
消
極
的
調
節
策
ビ
し
て
最
も
有
效
な
る
は
勿
論
.な
る 

も

固

ど

爲

替

取

引

は

内

外

ー

一

简

の

市

場

に

於

て

行

は

る 

、
も
の
な
れ
ば
、

一
國
に
於
け
る
制
服
の
み
に
依
つ
て 

は
未
だ
全
く
投
機
を
防
ぐ
能
は
す
、
11

長
期
に
亘
り
て 

之
力
目
^

を
®

せ
ん
こy

j

固
ょ
K
y不
可
能
S

稱
せ
ざ
る 

を
得
す
。
獨
逸
が
右
の
方
策
を
實
施
す
る
に
至
り
し
當 

眸
、
細
青
市
場
に
於
け
る
獨
貨
の
相
場
は
一
時
四
乃
至 

五
^

の
騰
貴
を
示
せ
り
ビ
雖
も
、
其
後
亦
低
落
し
て
舊 

態
に
a

し
た
る
が
如
し
。
爾
來
獨
貨
は
M

育
に
於
て
七 

1

仙

(

低
落
の
度
！
 

I
五
^)

を
液
低
ビ
し
て 

一
®

l

[8
t

Iへ

11

ま
6
な
き
の
狀
態
に
茌
り
。

第
五
戰
時
爲
替
調
節
策
論 

開
戦
以
來
各
交
戰
國
共
に
.輸
出
の
減
®
輸
入
の
堦
進 

を
來
し
た
る
上
に
、
國
際
商
業
系
統
の；

變
は
貨
物
需1 

給
關
係
に
於
け
る
自
然
の
原
則
を
傭
り
、
物
惯
の
騰
貴
一 

は
益
々
交
戰
國
の
質
易
逆
差
を
大
な
ら
し
め
、
英

國

の

. 

勿
き
木
年
七
月
末
^

に
^

る
滿
ー
一
年
問
に
於
け
る
贸
易

j 

表
上
の
輸
入
超
過
额
の
み
に
て
六
憶
九
千
萬
磅
に
達
し 

又
佛
蘭
而
は
本
年
六
月
迄
の
ニ
十
三
ヶ
月
問
に
於
て
三
一 

.億
ニ
十
典
磅
の
輸
入
超
過
を
見
れ
.り
。
交
戰
諸
國
貨
幣 

*
®'

の
齡
落
は
^
く
兹
に
甚
闽
す
る
は
固
ょ
b

li
r

な

き

| 

所
に
し
て
、
從
つ
て
之
が
低
落
防
止
の
根
本
方
策
は
其| 

脔
易
上
の
贷
借
を
艰
調
に
導
く
に
在
ら
ざ
る
べ
が
ら
ず
.
' 

さ
れ
ば 
〃1>
を
戦
國
共
R
何

れ

'も

輸

入

減

少

の

手

段
を
_ 

じ
"
先
づ
*
侈
品
其
他
必
需
品
以
外
の
貨
物
_
入
を
制

限
し
、
或
は
全
く
之
を
禁
±

し
漸
次
苏
品
0

:ぞ
擴
張
じ

ク
V

ぁ
り
。
元
來
今：=：

交
戰
諸
國
(:

於
け
.る
.輸
入
の
膨

服
は
、
多
く
直
接
間
接
®
需
品
の
輸
入
增
加
に
因
る
は

#

は
.れ

ざ

る

も

、

其
’外

嘯

爭

に

因

る

一
般
的
收
入
の
曾

加
殊
に
下
厨
®

級
の
收
入
增
«i

は
、

一
般
購
質
力
を
增

進
し
爲
め
に
谷
種
露
物
に
對
す
る
靈
製
を
喚
起
し
た
る

靡
實
も
亦
着
過
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
輸
入
制
限
の
實
行

は
其
貨
幣
相
場
維
持
に
就
き
.相
常
の
效
粜
を
擧
ぐ
ベ

き

は
明
か
.
な
り
。
英
國
は
内
.
に
於
て
は
官
設
の
中
央
節
約

委
員
會
を
組
織
し
全
國
に
ー
旦
り
て
儉
約
を
劭
獎
し
、
同

時
に
種
々
顿
梵
手
段
及
び
：有
利
の
條
件
を
以
て
锥
锻
に

&

質
を
磁
!1

す
る
5
2
ぁ̂
り
し
.か
ば
、
»

入
禁
Ih

法
の
實

效
漸
く
现
は
れ
、
最
近
に
於
が
る
輸
出
の
增
加
ヾ
し
相

俟
て
貿
JJ
>

の
逆
蘭
を
著
し
く
緩
和
し
得
-/
2

る
が
如 

し
。’
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輸
入
抑
制
の
方
法
に
凡
そ
三
あ

り

V

一
 

は
' *
#

を
^
 

て
或
種
商
n
nl
.0

輸
入
を
禁
北
す
る
.も
0

>

|

|は
»

入
_

 

の

麗

、

三
は
爲
替
業
務
の
干
涉
に
因
る
.も
の
是
な
，
b
 

1

の
輸
入
禁
“

法
は
!t

接
且
絕
纖
的
に
し
て
戰
時
非
常
：
 

の
手
段
ビ
し
て
は
最
も
重
要
の
も
の
^

り
o

今
次
戦
«
 

に
於
て
各
交
戰
國
共
に
禁
北
令
を
設
け
て
輸
入
の
灌
少
，
 

に
努
め
つ
V

あ
る
は
一
般
の
認
む
る
所
の
如
し
。
尤
も 

或
種
商
品
の
輸
入
禁
止
の
如

き

は
其
0

的
輸
入
额
の
減 

少
ょ
り
も
寧
ろ
船
腹
訓
節
に
在
る
も
あ
シ
て
#
國
バ 

嵌
近
に
茧
ク
て
果
物
類
を
禁
止
品
固
^

に
加
べ
た
る
；が 

如
き
楚
な
り
。
ニ
の
關
稅
赋
課
及
：び
|
ニ
の
爲
替
業
務
に
| 

對
す
る
干
渉
は
、
艰
時
に
於
て
も
內
國
産
業
保
«

又

は

| 

輸
出
獎
_

の
丰
段
；ど
し
て
行
は
る
\
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一
の
^
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;法
に
比
ず
.れ
ば
寧
々
：問
接
的
の
手
段
れ
b

。.

今
次
戰 

亂
に
_

し
て
各
交
戰
國
共
に
關
稅
率
を
高
め
或
.稱
商
品 

に
：對
しV

は
殆
^

と
禁
此
的
高
率
を
課
し
た
る
が
、
特 

に
世
人
の
注
;®
:を
(;
!
ぎ
た
4

は
從
來
永
く
自
沿
«
易
國 

ビ
し
て
知
ら
れ
た
る
：英
國
：が
、
戰
a

に
因
：る
資
為逆
差 

を
緩
和
せ
ん
と
し
て
從
來
存
在
せ
：し
輸
入
■
乖
を
高
め 

.¥

に

自

働

韦

自

働

_
轉

寄

活

動

寫

眞

フ
ィ
ル
ム
、 

時
；®

等
約
七
職
の
奢
侈Z

叫
に
對
し
て
新
規
を
赋
課
し
た 

る
こ
ビ
f
 
^
0
當
時
英

國

內
に
於
て
は
斯
ぐ
の
か
く 

_
入
®
额
寡
少
な
る
數
種
商
品
に
輸
入
税
：を
新
設
し
之 

が
輸
入
を
«

-1
1
:
.し
得
«

り
孓
て
M

し
て
英
貨
雌
#
 

L

河

程
の
效
架
ぁ
り
や
寧
ろ
^

阀
消
费
稅
の
赋
課
に
依
つ
-
 

て

一

般
消
费
を
.制
阪
す
る
に
^

か
ざ
る
やV

J

の
；®
■見
行

m

は
れ
た
り
。
之
が
^

非
に
就
て
は
玆
.に
；論
す
る
隈
に
P
 

&

ざ
る
も
、
英
國
が
爲
替
相
場
の
維
持
に
又
政
府
の
收 

入
增
加
に
就
き
、
諸
»
の
半
段
方
策
を
併
用
せ
ん
ど
し 

た
る
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
所
4:

し
て
、
前
記
七
㈣

^

ロ⑽ 

の
輸
入
稅
澌
設
に
依
つ
て
全
然
是
等
商
品
の

.輸
入
を
斷 

つ
ど
す
る
も
其
额
僅
に
千
五
西
萬
磅
な
れ
ばr

年
の
輸 

ス
超
過
猶
三
億
胁
に
比
す
れ
ば
固
よ
ぅ
其
一
部
分
た
る 

に
過
ぎ
ざ
f

、
亦
以
て
幾
分
に
て
も
英
貨
の
維
持
に 

資
す
る
’ J 

V
Jを
得
ベ
け
ん
か
。

.

ニ一

の
外
國
爲
替
業
務
，に
對
す
る
干
涉
は
露
國
及
び
獅 

埃
の
諸
國
に
於
て
見
た
る
所
に
し
て
、
對
外
爲
替
取
引 

の
監
理
權
を
政
府
の
手
に
收
め
ヽ
其
調
節
に
依
づ
て
一 

般

商

品

の

輸

入

制

限

を

實

行

し

、

叉

は

特

定

商

品

，に
對 

す
る
爲
替
の
取
組
を
禁
止
し
、
事
實
輸
入
禁
{1

:
を
司
ー 

の
效
果
を
擧
げ
んV」

す
る
に
a:

ぅ
。
若
し
政
府
の
®
督 

究
全
.に
.
.行
は
れ
ん
力
F

®

.

,の
.目
的
を
達
す
る
固
よ
.
.
.

C
V.

因 

雛
に
ぁ
ら
ざ
る
も
、'I

兀
來
爲
替
業
務
は
廣
m

^

る
範
&
 

に
直
ち
て
f
t
は

名

八

も

の

に

し

^

”

此

が

取

締

の

確

實 を
期
す
る
容
；易
(:

ぁ
も
：妒
、：

#

->

て
*
爲
替
維
持
上
の 

效
果
比
較
的
薄
M

な
る
_が
；如
し
o

惟
ふ
に
S

、
»

—

 

の
諸
國
が
爲
替
.取
引
.を
*

占」

且
公
定
相
場
：を
.建「

で
：忙 

る
は
：、
某
目
的
輸
入
を
抑
.制
せ
んV」

す
る
ょ
.Cv
も
寧
ろ 

:

之
に
侬
て
投
機
に
因
る
不
當
の
爲
替
暴
落
を
防
.止
せ
ん
：

:

(£
-
す
る
(:
あ
り
し
石
観
る
を
至
當
と
ず
ベ
き
が
如
し
。

®

す
を
に
輸K

制
限
は
第I

:

に
輸
入
禁
止
：法
を
擧
げ 

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
戰
時
非
常
の
.際
：絕
對
に
輸
入
防
±
を 

圖
，る
に
ゆ
禁
止
法
.の
働
行
.：に
俟
つ
の
外
な
く
、
第
一j

第 

三
の
_

段
，に
至
り
て
は
獨
立
し
て
は
其
重
耍
の
度
薄
く 

相
&

的
の
;®

味
を
有
す
る
も
の
i

R

る
べ
し
。

資
易
の
調
整
は
爲
替
齒
錄
の
根
本
方
策
た
る
は
勿
論 

な
：る
も
、"
今
3

の
場
合
务
交
藤
國
共
輸
出
を
增
«

し
®
 

入
を
抑
：业
す
る
は
：甚
だ
!8

難
と
す
る
所
に
し
て
、
縱
令 

幾
ハ
刀
調
整
し
得
た
り
ビ
：す
る
も
之
を
以
て
未
だ
暴
落
の 

傾
向
は
®

る
爲
替
を
雜
持
す
る
に
足
S

ず
、
M

fc

他
の 

方
法
に
#

ら
ざ
^

ベ
.
か
右
^

。
.：其
第
：I

は
金
の
現
送
な

-
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，
’(

ー
四
東
九)

雜
：

錄

交

戰
_
_貨
幣
_

狢
と
.其
防
辩

笫
十
號

1

ニ
七



奶

十

游
2

叫
六
〇〕

雜

錄

—

交
戦
國
货
幣
低
.落
と
其
防
策

第
十
號

八

.
金
の
現
送
は
國
際
貸
借
決
濟
の
第
一
步
に
し
て
且
終 

腐
の
手
段
た
り
。
國
際
贷
沿
均
衡
を
破
6

爲
#

相
場
に 

變
調
を
來
す
や
金
の
流
出
は
自
然
に
起
り
て
之
を
弗
調

 ヾ

に
導
か
ん
ビ
す
る
は
當
然
な
る
も
、
今
次
の
戰
亂
に
於 

て
は
英
國
を
除
く
外
各
交
戰
國
共
最
初
i

り
兌
換
を
停 

止
し
金
の
輸
出
を
禁
也
し
炉
ば
、.
其
自
然
的
流
出
入
は 

备
然
趣
ら
中
金
の
國
際
金
融
上
に
於
け
る
作
用
は
之
を 

働
か
す
に
山
な
-
:
、
單
に
政
府
か
行
へ
る
爲
替
調
節
の 

1

手
段y

し
し
て

現
送
を
見
た
る
の
み
。
.
就
.小
足
额
の
金 

輸
送
を
斷
行
し
た
る
は
英
國
に
し
て
開
-戰
以
來
米
國
を 

始
め
ビ
し
て
西
班
牙
、
和
(®
-

ス
.カ
ン
チ
ナ
グ
+

ャ
諸 

國
等
に
送
れ
る
额
ニ
億
蚧
に
垂
ん
ふ
し
、
殊
に
木
年
五 

月
中
句
以
來
米
國
l:
pl

す
る
輸
送
は
典
勢
甚
し
く
僅
 々

こ
货
月
に
し
て
四
1
7
~
?
^
»
|:
.連
し
^

々
^

い
ふ
。

理
財
の
原
則
に
從
へ

ば

元
來
爲
替
調

節
上
に
於
け
る 

金

の
作
用
は 
一. 
一f
f
iの
效
M

を
#

し
®

も
有
效
な
る
手
段 

ビ
せ
ら
る
。

j

は
之
れ
に
依
つ
て
其
«-

務
を
決
、齊
す
る 

の
み
な
ら
中
.

!
{:
•
物
®

に
.影
響
を
及
ぼ
し
贸
易
を
調

整
す
る
に
至
る
な
0

0

即
ち
ニ
國
金
準
備
の
減
少
は
通 

貨
を
收
縮
し
物
f
f
l
R低
落
せ
し
め
.
、.
以
t

輸
入
減
退
輸 

出
增
進
に
!»
|

は
し
ひ
.る
勢
を
生
访
し
む
る
上
に
、
他
國 

に
於
け
る

金
の
流
入
は
勢
ひ
其
國
の
通
貨
を
膨
脹
せ
し 

め
物
價
の

騰
«

ヾ

」

な
b

輸
出
減
少
輸
入
«

⑽
の
傾
向
を 

生
ず
を
に
至
る
を
以
て
な
り
0

さ
れ
ば「

億
破
の
债
務 

は

一
千
萬
磅
の
金
現
送
に
敗
つ
て
之
を
決
濟
し
得
て
M
 

るV
J

迄
極
言
す
る
者
さ
へ
6

り
し
程
な
り
。
米
國
は
開 

戰
以
來
殊
ん
ど
一I

億
破
の
金
の
流
入
を
見
ヽ
會
々
新
銀 

.
行
條
例
の
實
施
せ
ら
れ
て
#

國
立
鈒
行
の
^

$

申
«
申 

の
低
下
せ
ら
れ
.た
る
折
柄
ど
て
、
相
俟
て
通
貨
及
び
信
. 

用
の
大
膨
脹
を
來
せ
る
も
、
從
來
常
に
資
本
に
缺
2

を 

感
せ
る
大
國
-0

こ
と
\

て

ヽ

1

般
物
價
に
對
す
^
?
影
響 

も
想
像
す
る
程
に
大
な
る
に
至
ら
ざ
る
も
、
今
後
俯
ほ 

引
續
き
今m
の
勢
を
以
て
余
流
入
を
絕
た
ざ
れ
ば
、
君 

晚
貿
為
の
自
然
的
調
整
行
は
れ
交
戰
國
の
爲
替
相
場
亦 

維
持
せ
ら
る
V

に
.至
&

ん
。
尤
も
戰
時
經
濟
生
活
の
®

.

せ
ざ、

行

■は
普

尬

經

濟

學

.の
旅〔
則

ビ

.全
然

か

：

ど

h

，
り

。

今̂

歐
溯
交
戰
國
の
米
國
に
需
む
卜
る
祺
需
品
其
他 

成
種
の
特
殊
商
品
の
如
き
價
格
を
無
視
し
て
も
：兪
入
せ 

ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
に
®

す
.れ
ば
、
前
記
爲
#'
調
節
上 

に
於
け
る
兪
の
作
用
も
亦
其
れ
丈
け
割
引
せ
ら
れ
ざ
る 

■

ベ
か
ら
す
。
英
國
の
米
國
に
對
す
る
金
の
輸
送
は
裳
に 

巧
妙
を
極
め
た
る
も
の
に
し
て
典
財
カ
の
璺
富
な
る
丈 

、.け
米
國
經
濟
界
を
皮
右
し
た
る
の
感
あ
6

。
殊
に
本
年 

度
以
來
實
行
せ
る
國
家
的
證
券
®
戾
し
に
依
^N
*

又
米 

國
內
の
需
，要
ょ
り
し
て
紐
育
市
場
金
融
逼
迫
を
來
さ
ん 

S

し
て
證
券
市
惯
に
影
響
を
及
ぼ
す
を
見
る
や
、
五
月 

十

；
W

以
來
頻
り
に
金
輸
送
を
行
ひ
七
月| 

|

十
：

n

に
て 

は
四
千
六
十
萬
磅
に
達
せ
し
程
に
て
、
.斯
く
て
ft

育
市 

場
金
融
緩
和
を
_

り
以
て
金
利
を
低
落
せ
し
め
、
資
金 

の
調
達
に
便
す
る
ビ
同
時
に
«

券
7|
4

價
を
維
持
す
る
に 

努
め
た
る
が
如
し
。

. 

•

.米
國
に
次
で
多
額
の
金
流
入
を
見
た
る

は

我
國
を
始 

め
和
蘭
、
西
班
牙
"

ス.
力
ン
チ
.

ナ
、グ
ナ
ャ
等
0 '
諸
國
に 

し
て
何
れ
も
物
®

騰
貴
.

に
苦
し
み
つ
、
あ
る
が >
 

就

中

第

十

卷

(
J

四
六(】： )

雜

錄

交
隱
貨
幣
低
落
と
北

ス
力
.ン
チ
ナ
グ
キ
ャ
貨
幣
同
胤
の
三
國
は
、.
之
が
爲
め 

0

行
券
の
僧
發
著
し
く
經
濟
界
に

惡
影
響
を
薇甘
し
か 

ば
、

中
央
銀
行
は一
定
期
問
條
例
に
侬
つ
て
定
.め
ら
れ 

た
る
正
貨
買入
價
格
即
ち

純
金】

砑
に
付

一ー
千
四
西
八 

十
ク
ロ
ー

ネ(

ニ
厘
五
毛
の
禱
造
手
數
料
を
差
引
き)

|

の
削
合
を
以
て
買
入
に
應
ず
る
の
義
務
を
免
除
さ
れ
、 

且
同
時
に
^
幣
局
も
金
貨
の
自
山
鱗
造
を
停
止
す
る
に 

™

及

し

S

JJ
I

M

行
は
.本
年
二
月十

九
：！：

よ
^V、

丁
抜
*
 

|

行
は
闾
三
月
十
七
：

n

よ
り
、
.語
威
銀
行
は
岡
月
よ
り
實 

施
せ
ら
れ
っ
>

ぁ
り
。
さ
れ
ば
金
の
爲
«
調
節
上
に
於 

け
る
ニ
1£

の
作
用
は
戰
凰
.に
.侬
つ
て
幾
分
減
殺
せ
ら
れ 

打
り
ど
雖
も
猶
ほ
最
も
有
效
の
牢
段
た
る
を
失
は
ざ
る 

\

を
知
る
。
昨
年
英
怫
公
偾
の
貘
集
難
を
傅
へ
ち
れ
た
る 

嚓
の
如
き
佛
蘭
西
人
中
當
時
英
佛
露
ー
ー1

國
巾
央
龈
行
の 

金
準
備
«

計
四
億
|
| 

f

千
萬
磅
な
る
を
擧
げ
て
、.

米
國
®
 

僙
に
應
發
ず
ば
金
の
洪
水
に
米
國
を
農
は
し
U
べ
し
^

言
へ
る
も
の
單
に

一 :

片
の
豪
語e
の
み
認
む
ベ
炉I
 

る

な

^
V
O
V 

•

S
 

第
十
號
ーni

九



嬸

十

盤
a

四
六
*-
*I)

雜
錄
交
戰
國
貨
幣
低
落
と
其
胁
策

第
十
號

一三〇

,

‘ 

•
第
一
一
に
は
外
國
有
價
證
券
の
賣
却
即
ち
海
外
投
資
の 

振
替
な
b

。
元
來
此
は
英
ゝ
佛
，
獨
等
多
額
の
海
外
投 

資
を
擁
-t

る
債
權
國
に
し
て
、
始
め
な
す
こ
ビ
を
得
る 

も
の
に
し
て
、
海
外
投
資
の
發
達
が
最
近
世
の
現
象
な 

.
る
丈
け
、
今
次
交
戰
國
特
に
英
國
の
行
へ
る
外
國
證
券 

.

の
賣
却
は
典
規
模
の
大
な
る
點
に
於
て
、
又
其
國
家
的 

な
る
®
^
を
開
け
る
點
に
於
て
も
全
く
創
始
の
事
に
し 

て
、
後
世
に

1

大
敎
範
を
垂
る
V

も
の
ビ
謂
ふ
.べ
し
？ 

元
來
爲
#
相
場
逆
調
を
里
せ
る
際
に
は
外
國
說
券
の
所 

.
布
*

は
31
I

M

M
し
に
«

b

爲
替
上
の
差
益
を
利
得
す
ベ 

く
、
此
作
用
の
行
は
れ
て
以
て
爲
替
の
豇
然
的
調
節
に 

資
す
る
所
6

る
は
勿
論
な
る
も
、
斯
く
の
如
き
は
僅
少 

の
投
機
的
放
資
家
.に
し
て
、
所
謂
株
箅
株
を
握
•れ
る
堅 

實
の
投
資
家
は
容
易
に
手
放
す
を
欲
せ
ざ
る
べ
し
。
さ 

れ
ば
國
家
の
見
地
ょ
り
す
れ
ば1

方
に
囘
收
せ
ら
る
ベ 

き
巨
额
の
債
«'

を
擁
し
て
、
他
方
當
面
の
僙
務
決
濟
に 

•
困
雛
た
る
の
矛
盾
に
陷
る
に
至
り
し
か
ば
，
政
•府
は
其 

,

,

科
用
し
得
べ
き
外
國
證
芬
の
趑
分
を
典
掌
巾
に
收
め
、

■

適
宜
の
方
法
を
以
て
對
外
支
拂
に
充
つ
る
に
茧
れ
り
。 

.
前
言
.せ
る
如
く
英
佛
«

に
政
庥
は
國
民
所
有
の
證
芬
を 

政
府
の
手
に
收
む
る
菜
段
^
し
て
買
入
及
び
借
入
の 
一J 

方
法
を
採
れ
る
も
"
‘其
借
入
說
券
に
就
て
も
政
府
は
必 

耍
の
際
規
定
の
條
件
の
下
に
强
制
買
收
を
な
し
得
る—

の

. 

權
を
保
抑
し
殆
ん
ど
完
全
な
る
、處
分
權
を
振
作
り
。
而 

も
尙
ほ
之
の
み
て
は
所
要
の
證
券
を
蒐
集
す
る
能
は
す 

し
て
動
員
證
券
に
對
し
て' 

一.
割
.の
特
別
所
得
稅
を
赋
課
. 

し
、
.
所
有
者
を
し
て
S

#

の
提
供
を
餘
儀
な
ぐ

せ
.し
め 

れ
b

政
府
が
個
人
の
經
濟
生
活
に
干
涉
す
る
2

益

々
大 

に
し
て
其
自S

を
束
鮮
す
る
に
至
る
は
免
れ
•ざ
る
も
、 

戰
時
非
常
の
爲
替
維
持
の
手
段
S

し
て
之
を
課
め
ざ
る 

を
得
ざ
る
べ
し
。
：
況
ん
や
證
券
質
却
を
調
節
し
市
惯
を 

維
持
す
る
こ
ビ
0

.

^
要
な
る
に
於
て
を
や
。

.遮
莫
何
人
も
自
己
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
政
府
の
對 

外
投
資
囘
收
に
應
ず
る
は
好
ま
ざ
る
，所
な
る
ベ
く
、
從 

つ
て
之
が
結
粜
を
良
好
な
ら
、し
む
る
に
は
政
府
は
證
券 

提
供
者
|'
;

對
し
て
相
當
.の
利
益
を
與
へ
ざ
る
べ
か
ら
中

英
國
は
最
初
の
計
劃
に
於
て
は
證
券
預
託
に
就
て
は
證 

券
固
有
の
利
子
以
外
年
五
厘
の
特
別
利
子
を
補
給
し
、

^
 

中
途
强
制
買
上
げ
を
行
ひ
た
る
場
合
に
は
當
時
の
a

w 

取
.引

所

に

於

け

る

該

說

券

^

値

相

場

に

一

一

分

五

厘

を

加 

ベ
た
る
も
の
を
以
て
其
價
格V」

な
す
こV

J

、
定
め
れ
り 

然

れ

と

も

最

近

、に

茧

彡

て

政

府

の

證

券

所

布

の

必

要

益 

々
大
ビ
な
る
に
提
做
者
の
漸
く
減
少
す
る
を
憂
い
て
、
 

i

方
に
證
券
所
^

者

に】

割
の
特
別
所
得
稅
を
課
し
た 

る
ビ
同
時
に
他
方
前
記
補
給
特
別
利
子
並
に
貿
入
惯
格 

を
上
し
た
る
が
如
し
。

次
に
斯
く
の
如
き
大
規
摸
の
證
券
賣
却
に
就
て
注
意 

す
べ
き
は
市
©

の
責
烟
し
な
り
。
元
來
證
券
廣
却
の
必 

要
は
決
濟
す
べ
き
當
座
偾
務
を
布
す
る
ょ
りp

れ
る
も 

の
な
る
も
速
”
連
月
大
規
摸
の
質
却
を
敢
行
す
る
に
於 

て
は
往
々
市
價
の
低
落
を
來
す
を
免
れ
ず
。
英
國
は
當 

初
ょ
り
モ
ル
ガ

ン
商
會
を
財
務
代
现
者V

J

し
て
紐
育
駐 

在
の
英
國
财
狢
官V

J
®

同
し
て
證
券
の
賣
却
を
調
節
す 

名
に
努
め
し
め
し
も
、
近
時
漸
く
市
價
低
落
を
見
る
に

第

十

想

(

一
四
六
.三)

雑

錄

交

戦

國

貨

辦

低

落

と

^

至(

り
し
か
ば
、
.

1
'

方
證
#

賣
却
を
_制

限

し

且

前

«
.
に

述
 

V

た
る
如
く
本
年
五
月
以
來
.主
ビ
し
て
金
の
®
送
を
行 

ひ
て
、
鈕
育
市
場
の
金
利
を
軟
調
に
導
き
市
躓
の
昂
脲 

.

を
誘
致
す
る
ビ
共
に
"
證
券
賣
却
を
中
止
し
て
之
を
擔 

保
と
し
て
公
偾
を
發
行
す
る
の
字
段
に
出
で
た
り
。ノ
今 

一
囘
細
育
に
て
成
立
し
た
る
ニ
億
五
千
R

®
の
英
國
公
偾 

|

に
就
て
は
、
未
だ
確
報
に
接
せ
ざ
る
も
襲
に
成
立
せ
る 

J

億
^

の
佛
國
僙
ビ
同
檨
、
政
府
は
新
に
組
織
せ
ら
れ 

た
る
放
資
園
ょ
：り
米
國
其
他
巾
立
國
證
券
を
擔
保
ビ
し 

て
所
翦
資
金
を
借
久
れ
、
此
放
資
圓
は
觅
に
.是
等
證
券 

を
保
®

ど
せ
る
擔
保
附
僙
券
を
發
行
し
た
る
も
の
、
如 

.

く
政
府
は
投
資
家
に
對
し
て
は
直
接
責
任
を
負
は
す
。

英
佛
共
に
今
囘
の
募
債
を
何
故
に
右
の
如
き
形
式
に
依 

一
h
し
や
と
い
ふ
に
、

一

は
獨
逸
系
米
人
の
反
對
を
M

り 

た
る
こV」

あ
ら
ん
も
"
主
ど
し
て
證
券
市
惯
の
寶
崩
し 

を
避
け
ん
マ」

し
れ
る
に
在
り
。
耍
す
る
に
國
家
的
對
外 

投
資
囘
收Q

,

如
き
太
規
摸
の
證
券
質
却
に
際
し
て
.は
、
，
 

十
分
細
心
の
.注
意
を
致
し
市
僧
を
維
持
し
つ
、、
之
が
.同

S

 

:,
第

十

號

.

r

5

.



锁

十

饴
(
一

四
六
四)

_

錄

交

戦

國
i

低
落
と
其
防
策

笫
十
號
-

ニ

收
を
全
ぅ
す
る
を
要
す
る
ど
、
同
時
に
其
爲
替
維
持
の 

證
券
賣
却
に
の
み
依
る
ベ
か
ら
ざ
る
を
知
.
&
ん
英
國
が 

.

本
年
以
來
證
券
動
員
て
ふ
新
例
を
斷
行
し
て
"
英
國
民 

. 

所
有
の
外
國
證
券
を
苋
集
し
て
細
宵
市
場
に
賣
却
し
つ 

V

ぁ
6
.
し
が
.、
同

時

に

f

方
に
金
の
猓
送
を
斷
た
ず
愈 

々
輸
入
堦
進
沏
れ
る
八
九
月
に
際
し
て
間
接
慕
債
の
方 

法
に
依
つ
て
ニ
億
五
千
离
茆
を
調
達
し
て
、
•腺
來
の
爲 

,

«

资
金
に
備
へ
た
る
邀
に
其
調
節
妙
を
得
た
りW

謂
ふ 

、べ
し
。

'
爲
#

調
節
策
の
第一

一
一
は
外
國
布
場
に
於
け
る
爲
#
資 

金
の
調
達
な
る
が
.
、

這

は

：中

時

に

於

で

も

常

に

行

は

る 

\

所
に
し
て
、
唯
戰
時
に
於
^
る
公
债
の
募
集
及
び
鈒 

行
信
用
の
設
定
共
に
其
れ
が
艰
時
に
.於
け
る
ょ
々
も
#
 

に
爲
替
維
持
の
色
彩
を
明
か
に
し
れ
る
に
止
ま
る
。
戰 

時
爲
截
調
節
策
と
し
て
の
公
偾
發
行
に
就
て
は
別
に
說 

述
の
嬰
を
見
ざ
る
も
4

鈒
行
信
用
の
設
定
が
爲
#
調
節 

土
多
大
の
效
报
を
取
げ
た
る
こ
と
をj

言
せ
ざ
る
べ
か 

/

ち
す
。
銀
行
信
用
の
設
足
は
從
來
普
®
商
業
銀
行
肷
引

に

於

て

行

：
は

れ

つ

、

ぁ

る

信

用

開

始

契

約

を

»

大

し

.
れ 

■る
も
®

に
外
な
ら
中
し
て
，
其
形

式

一
は
餵
狞
^
#
金 

(
B
a
j
d
n
g

 

L
o
s
)

を
以
て
す
る
も
の
即
ち
貸
越
契
約
に 

し
て
、
ニ
は
竿
形
引
受
に
依
る
支
拂
保
證
即
ち
引
受
信 

用
の
附
與
是
な
り
。
昨
年
十
.

「

月
英
國
の
十
大
鈒
行
が 

米
國
銀
行
圏
ど
の
、間
に
設
足
し
仫
る
信
用
德
定
は
、
相 

當
の
擔
保
を
提
供
し
て
第一

の
形
式
を
採
り
れ
る
も
の 

な
る
が
1

本
年
五
月
末
に
：至
り
て
滿
期
K

新
し
れ
る
迄 

i

囘
も
極
度
に
達
す
る
こ
^

な
く
し
て
"

而
か
も
能
ぐ 

爲
替
市
場
の
氣
配
を
突
配
し
得
、
爲
稃
手
形
®
給
の
調 

節
を
圖
る
に
妙
を
極
め
れ
b

V
J
.

い
.ふ
。
又
昨
年
七
月
巴 

里
大
鈒
行
S

偸
敦
龈
行
卿
i

の
問
に
成
立
せ
る
信
用
協 

定
は
、
巴
麗
鈒
行
の
振
出
せ
る
手
形
を
五
西
莴
礆
を
隈 

り
引
受
保
證
を
與
ふ
る
の
契
約
に
む
て
即
ち
第
ニ
の
引 

受
信
用
の
形
式
に
.依
り
れ
る
も
の
、
又
露
西
妞
帝
國
銀 

行
が
露
政
府
®

#
«c

に
て
發
行
し
た
る
大
藏
省
證
券
に 

依
つ
て
調
達
し
た
る
資
金
を
，根
抵
當
ど
し
て
英
國
銀
行 

ょ
’
i

信
用
を
附
與
せ
ら
れ
た
'
る
も
亦
引
受
信
用
な
b

.0

1

I

f

I

、
開
戰
以
來
备
交
戰
國
が
公
债
の
i

集
、
其

他

短

期

證

一

於
て
調
逄
し
れ
る
爲
替
資
金
私
的
關
係
の
も
の
を
涂
いI 

て

十

ニ
,©

餘
典
に
逄
せ
る
が
、
中
英
佛

S

愤
の
五
億
茆 

露
國
偾
丑
千
^

典
及
び
最
近
成
立
し
た
る
怫
國
敢
英
國
.- 

の
领
斯
公
债
三
億
瓦
千
茁
那
を
除
け
ば
、
他

の

三

.1
像

I. 

弗
は
主V

J

し
て
銀
行
信
用
の
形
式
に
依
れ
り
。
米

國

の

 

聯
邦
準
備
條
伸
が
其
«
合
銀
行
に
融
通
手
形
の
引
受
を 

許
さ
ぃ
る
ょ
り
し
て
、
引
受
信
用
に
侬
る
こ
ビ
の
®
雛 

f

し
は
交
戰
國
の
鈒
行
信
用
設
足
に
幾
分
の
.
不

便

を
,
 

來
し
た
り
i

繊
も
、
何
ほ
之
に
侬
つ
て
1
ニ
億
餘
卯
の
資 

金
を
調
達
し
得
た
る
は
其
對
米
爲
#

調
節
に
多
大
の
效 

果
を
奏
し
れ
る
を
疑
は
ず
。
.

,

•

此
外
戰
時
，f

の
際
に
於
け
る
§

調

節

笕

ビ

し

て
•

•
 

iiii

要
の
&

著
し
ぐ
，大
ビ
な
り
た
る
.時
代
に
^

て
次
、
其
4
 

芻
相
場
の
順
逆
は
單
に
*

濟
.

的
^
!
^
を

及

ぼ

す
の
み
に 

Jt
:

ま
&

ず

、
M

に
全

戰

局
の
推

移
に
‘大
な
る
關
係
を
I
 

す
る
は
#

ふ
べ
か
ら
ざ
る
所
な
6
 

o .獅
逸
が
殆
ん
ど
全 

く

郝

鎖
.の
狀

態

に

在

りて
其
爲
替
相
場
の
逆
調
に
就
き 

&

迄
大
な
る
«'

"ぎ

的

打

擊

を

感̂
ざ
る
に
も
拘
.

は
ら
ず 

猶

ぼ
»

貨
低
落
の
防
.止
に
努
め
た
る
も
の
.決
し
て
故
な 

き
に
ぁ
ら-
參

。
吾
人
ば
玆
：に
.戰
時
に
於
け
る
爲
替
調
節

策

の

页

に

深

く

益

；々

廣

く

：硏

究

せ

ら

れ

ざ

る

べ

か

.&

ざ 

热

十

卷
.

C

1

S

S雜

.錄

.焚
^

^

低

落

と

藤

策

 

愈

卜

號

：
.：

ニ

雪

何
れ
も
引
續
き
契
約
を
繼
績
せ
ら
れ
爲
替
調
節
上
與
T 

大
な
る
功
あ
り
。
蔻
し
銀
行
信
用
設
定
に
依
る
資
金
め 

g

達
は
.

®
ら
爲
替
資
金
の
時
間
的
分
配
を
調
節
し
、
平 

の
ft
ff
i

-

r
齡
#

を

支

酣

す

る

に

至

る

を

以

て

な

^
:

\

。

露
國
及
び
獨
塽
等
の
猓
ぅ
た
る
爲
替
業
務
の
傲
中

爲

替

 

相
場
の
國
定
ぁ
る
も
其
效
果
の
槪
ね
短
期
間
に
し
て
时 

限
的
な
る
こ
£

は
、
旣
に
露
國
及
び
獨
澳
國
の
®

に
於
. 

て
述
ベ
た
れ
ば
孩
に
は
略
す
べ
し
o
 

,

一
國
*

外
货
#

本
場
の
*

逆

.
が

其

國

對

外

支

拂

能

ヵ
 

の
iy
Dl

^

る

は|1
を

俟
.
7̂
'§'

る

所

に

し

て
*

Jc> 

r

に
於
て

は

之

を

以

て其
國

信

用

の高
低
換

言

す

れif
戦 

時
财
力

の
强
弱
を
測
定
す
る
唯

一

の
バ

ロ

 

メ

ー

タ

ー

ど 

せ

ら

る

れ

ばS

今
W

の

如

く

戰

帮

に

對

す

る

經

濟

的
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(
I

四
六
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雑
.

.
錄
：

交
戦
國
货
幣
低
落
.と
其
防
策
.

•

る
を
感
ず
。
今
次
戰
飿
に
際
し
て
非
常
の
低
落
を
來
し 

k

る
爲
替
調
節
に
就
き
*
も
意
を
致
し
れ
る
も
英
國
な 

る
が
、
同
時
に
其
效
果
を
全
ぅ
し
た
る
も
亦
英
國
な
b
 

這
は
固
ょ
り
英
國
財
力
.の
豐
富
な
る
に
因
る
は
勿
論
な 

ら

ん

も

功

英
M

L

K
か
®

國
の
急
に
處
し
て
能
X

自
制 

を
守
り
、
其
財
力
を
適
當
に
按
配
し
、
消
费
の
ti

約
、
 

金
の
.蓄
«

、
现
送
、.
e

券
の
蒐
集
"

賣
却
、
公
倩
の
募 

秫

類

相

湯

 

英

國

谣

倍

四

•
七
六
^

.

集
鈒
行
信
用
の
設
‘定
等
各
.種
の
方
策
に
訴
へ
典
處
«
の 

機
宜
に
®

し
た
る
の
結
集
た
：ら
枣
ん
ば
あ
ら
ず
。
英
國
，
 

が
開
戰
以
來
採
り
來
れ
る
是
等
各
秫
の
施
設
は
何
れ 

も
將
來
に
有
益
な
る
.敎
範
を
垂
る
、

も

の
^

謂
ふ
.ベ

終
に
最
近

(

八
月
十
九
日)

細
育
市
揚
に
於
け
る
各̂

.

 

一
戰
國
爲
替
相
f

揭
げ
其
©

落
の
程
.

度
を
示
さ
ん
。

平
價
相
揚

!

磅
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四
弗
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六
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佛

國
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五
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九
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一
卯
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五
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銀
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參
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留
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五
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四
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伊
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六
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五
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八
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四
馬
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付

■
九五仙二八 

塊

匈

國

.

鈒
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邀

窗

一

ニ 

•四〇

一

「

クロ

-
Vゾ」

！

i .

付
ニ

 

n
ili
l
ニ六

低
落
の
度
合 

%
 

l
T
j 〇

一J
V
八
五

四〇
*
k

八

ニ
四
•九
五

ニ
四
6

〇

三
八
*七
九

。
米

國

經

濟

學

思

潮

ゆ

今

昔

(

上)

r

♦
 

高

島

佐

j 

0 

.

近
比
會
I

コ
ー
ネ
ル
大
學
の「

哲
學
評
論」

T
h
e

 

p
h
i
—

 

| 

i
o
s
o
p
M
c
a
l

 

R
e
v
i
e
w
.

の
最
近
號
を
«

&

て
、

シ
々
ク
ブ
. 

敎
授
の
試
み
け
る
"

獨
逸
西
南
哲
學
派
の
代
表
*

た

る

一
 

-ソ

ぷ

ン

デ
,

バ
ン
ト
の
*:

後
の
著
述「

S

概
論」

j 

v
v
i
n
d
e
l

cr

如 nd
,

 

E
i
n
l
e
i
t
u
n
g

s*
B1
e P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
,

 

IVO
I
4-
, | 

に
對
す
る
評
論
を
讀
み
、
予
は
シ
ャ
ク
ブ
が
、
ク
氏
の

| 

W

の
名
藉
を
以
て
し
て
仍
ほ
、
来
國
哲
學
界
に
入
h

て

| 

ょ
$

、.
無
前
の
發
逨
を
遂
げ
に
し

「

實
黯
主
義

」

一
 

P
r
a
g
m
a
t
i
s
m
u
s

に
對
し
、
僅
々
數
行
の
行
文
を
以
て
頷 

評
し
去
れ
る
の
慽
み
を
波
ら
せ
る
を
見
た
り
。
而
し
て 

此
の
疑
義
は
、
予
自
ら
も
之
ょ
り
先
き
、
ゥ
氏
の
右
著 

を
^

^

せ
る
宮
本
系
吉
文
學
士
の「

«

寧

.*
ft」

を
饋

,
過
せ
る
_

に
亦
た
、
懷
抱
せ
る
も
の
れ
-
^
き
。(

上
描
書 

1

八
六
頁)

.さ
は
れ
、
哲
學
界
の
.

、
擧
觉
予
に
ビ
6
 

.て
は
_ィ
關
先
のj

天
地
た
り
。
然
る
に
诗
を
之
と
前
後
. 

し

.
本
邦
經
濟
學
界
一
代
の
碩
學
福
田
先
生
の
最
も
冼 

錬
せ
ら
れ
れ
る
新
名
著「

改
定
經
濟
學
講
義
、
第
5

」
 

を
心
讀
し
て
ー
興
の
金
玉
の
措
辭
高
邁
の
識
見
_

«

の 

論
理
及
び
逯
徹
の
判
斷
に
接
し
て
反
魂
的
憧
愦
に
し
^
 

り
つ
つ
ぁ
り
し
に
當
れ
り
、
其
の
經
濟
學
小
史
の
章
の 

終
り
に
至
た
る
や
、
愕
然
ど
し
て
覺
え
ず
、
シ
ャ
ク
ブ 

の
遺
櫞
を
聯
想
す
る
.
を
、
禁
じ
得
ざ
る
も
の
ぁ
る
に
接 

せ
り
。
蓋
し
是
れ
’
先
生
が
米
國
經
濟
學
界
の
記
述
の 

爲
め
に
は
、
其
の
第〗

七
ニ
貢
に
、
僅
か
に
三
行
の
文 

字
を
割
愛
せ
ら
れ
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
發
見
せ
る
が
爲 

め
に
外
な
ら
ず
。
 

：

福
田
先
生
に
於
て
は
自
づ
か
ら
別
に
見
ら
る
る
所
办 

ら
ん
。
而

か

も

本

邦

經

濟

學

界

最

大

の

權

威

薪

の

"
評 

論
の
草

を

委

曲^

&■

し
む
る
，に
*

^

ざ
る
ほ
.と
、
爾
か 

く
米
國
經
濟
學
界
の
現
狀
は
、
貧
弱
な
る
や
•

否
や
。
此

第十號，

一三

^

笫
十
卷
.
ハ
ー
四
六
七)

■
雑
：

錄

米

阈

經

濟

绺

思

.湖
の

今

背


